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	注意:ここで示されている配列はEnsembl自動解析パイプラインから派生したものであり、予備データとして見なす必要があります。,ドメイン:免疫グロブリンドメインを介してホスファチジルセリンを認識します。,機能:アポトーシス細胞の貪食を促進するホスファチジルセリン受容体。T細胞の増殖とリンホトキシンシグナル伝達の調節に関与します。HAVCR1/TIMD1のリガンドです。,類似性:免疫グロブリンスーパーファミリーに属します。TIMファミリーです。,類似性:1つのIg様V型（免疫グロブリン様）ドメインを含みます。,注意:ここで示されている配列はEnsembl自動解析パイプラインから派生したものであり、予備データとして見なす必要があります。,ドメイン:免疫グロブリンドメインを介してホスファチジルセリンを認識します。,機能:アポトーシス細胞の貪食を促進するホスファチジルセリン受容体T細胞増殖およびリンホトキシンシグナル伝達の制御に関与する。HAVCR1/TIMD1のリガンド。,類似性：免疫グロブリンスーパーファミリーに属する。TIMファミリー。,類似性：Ig様V型（免疫グロブリン様）ドメインを1つ含む。,
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	Jarkat細胞溶解液のウェスタンブロット分析、TIMD4ウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

